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8）本鉱石の欠点を挙げれぼ，有害硫化物（特に黄鉄

鉱）の混入がみられ，また品位の不同は激しくないが比

較的低品位である。ただし燐分が少なく，総体的に珪酸

に乏しく，石友に富むので，ブエ・マンガシ用として好

適であろ5。

　　　　　　　　　　　（昭和26年6月調査）
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　　　　　　　　Silicosis

　　　　　　　　　by
　　Sh亘ichi　Iwao，＆Hiroshi　Takahashi

　　　　　　Kiyoo　Kawada
　　As　a　r蕊ult　of　a　tentative・estimation　of

　the　amount　of　free　silica　in　rock　powders

　from　dr皿ing　holes，Fit　was　revealed　that　the、

　一powders　were　generally　much　less　in　qulartz

　content　than．the　mother　r6ck：s　from　which

　，the　powders　were　derived』To　presume the

　amou血t　of　free　silica　in　powder　from　the

　moすα1v＆1ue　of　quartz　in　the　rock，therefore，

　is　not　so　adequate　a　metho（1．

　　　　　　ま鑑が、き
　珪肺防止の対策の1つとし，脈石・鉱脈および母岩中

矯特に遊離珪酸に富む岩石の分布状態を個々の鉱山につ　，

いて調査して，とれを珪酸区域とし，その区域の探掘作

業に関して種々の防塵その他の対策を構じよ5とする目

、的をも含めて，新たに珪肪法の国会提出が問題とされる

に至つた。そしてこのためには，当然遊離珪酸含有率の

最低限をある数値で表わさざるを得ないであろ5。例え
　　　　もりず
ぼ「遊離珪酸x％以上云々」と言5如くに・

　ところそ問題は，珪肺症に直接的に関係があるとされ・

ている粉塵（dust）の大きさはo．5～2μ・程度であるか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂら，ごのよ5な細かさにおいても溢離珪酸の量比は，地
ヤマ

山の原岩における場合と同じかど5かと言うととであ

る。何んとなれぼ，もしこの量比が著しく異れぼ，岩石

中の遊離珪酸の量を如何に正確に測定しても意味が薄い

からである。

　　　　　　　　　　緯
　菅地質部　　　漸鉱床部、

　筆者等の行つた検討によると，岩石薄片の顕微鏡下の

観察および化学分析によつて，その中の遊離珪酸の量は

ごれをある程度並確に測定することができるけれども，

墜岩機掘難によつて生じた岩石粉はそρ粒度の差に応じ

て，遊離珪酸の含有量をかなり異にすると考えることが

愛当であ弓ことが明らかとなつた。従つて，岩石中の遊

離珪酸の量と岩粉や粉塵中の遊離珪酸の量とを簡単に結

び付けて，これを珪肺間題取扱いのある基準とするとと

は，粉塵中の遊離珪酸の外形や，鉱物的の存在抹態等の

問題を除外しても，よほど慣重を期することが強調され

』ねばなるまい。もちろんとりあえず極めて大雑把に取扱

5場合は，両者を直接結び付けるととも止むを得ないか

も知れない。

L　粉塵中の遊離珪酸量測定の因難性

粉塵中の遊離珪酸の量を正確に測定するには，言うま

でもなく岩石中における場含と同じよ5に，化学爾析と

その他の方法とを併用せねぼ不可能である。

化学分析以外の方法に関しては，河島千尋・山田久夫

・江藤盛治・内田健治氏等による総合的な研究菅’がなさ

れ，それによると位相差顕籔鏡特にX一線による方法が

定量的には最も有効で，普通の光学的顕微鏡観察および

　　　　　　　　　　　　　　　　　　』電子顕微鏡観察は，あまり有効でないと結論されている・

化学分析に際して1番困難なことは，分析に必要な2

～3grの試料を捕集す為ことである。徴量分析は0．1～

0．2gr程度の試料で充分であるが，分析に特殊技能を要

するので一般的でない。．　　　　　’　　　・

’示差熱分析も石英の曲線があまりに単純であるから，

石英の存在を確認するには有効であろづが，他種鉱物と

の混合比を瀧するにば必ずし轍果的とは思えなy・・

　そとで粉塵の源をなす岩石中の遊離珪酸量を測幾し，

この値から粉塵中の遊離珪酸の量をなんらかの方法で推

定し5るな．らぼ，非常に簡単である。そこで地山岩石中

の遊離珪酸と岩石粉中の避離珪酸の量との関係を，足尾

＊河島千尋・山田久夫。江藤盛治？内田健冶＝珪肺症に関する粉塵の研

究，窯業協会誌，59雀，昭26．
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粒度差による岩石綺中の邉離珪酸量測定の1例（岩生周一」高橋　博・河田清雄）
チ

鉱山坑内より得た試料（昭和25年11月現地で採取）に

ついて検討してみることとした。

　　　　2．試料採取および作製
　粉塵中の遊離珪酸を定量するととには上寵の理由で非　’

常に困難が予想されたので，とりあえず湿式墾岩によつ

て，穿孔から注水と伴に流出した岩石粉混りの泥水を節　’

と水簸とによつて4段階に分け，原岩およびそれぞれに

・ついて遊離珪酸の量を検討し，粒度差による含有珪酸量

6変化の傾向を知る一手稼とした。

　’テストケースとしての足尾鉱山における試料採取は，

家の如く行つた。

　難岩機：W7型ドリフター，理研型d6touchable　bitl1

　　　751b／面2
　穿孔箇所および採取岩石

岩　　石

No．2　粘板岩（千枚岩質）

　縞雲母暦
　　絹雲母片　　1二〇．005mm以下　約40～30％

　基地　　　　　　　　　　　　　　〃55～65％

　　石英＋絹雲母

　石英粒　　d＝0．1mm±　　　〃5％
　炭酸塩鉱物，ヂルコン，不透明鉱物、

　　砂岩（アルコーズ質）

∫鰭鰯艦誤町：：髪

t灘灘細嗣蔽霧
No．3　石英粗面岩

穿　孔 箇　所

No．1　通洞地並連慶峙第四立
　　入東部カジカ西向立入
N6．2　通洞地並有越立入内六

　　号鑓枝鑓西北向立入
No．3　横間歩上四南十井南立
　　入二百尺鑓上鑓
NO．4　横聞歩上四東十井南立
　　入二百尺下盤鑓

チヤート

粘板岩を主とし僅か』
に砂岩を混える

石英粗面岩

　　　　を
銅石英脈

穿孔の長さ：1m
原岩の採取；穿孔箇所と同じ切瑚から代表的な岩石

　　　　　を探取
採取試料は大小の岩石粉を含んだ1種の泥水であるか

ら，細力・い音β分を1水簸と齢とによつて，また粗い部分は

飾によつて，それぞれの試料を

　　20メッシュ以上　　　100～200メッシュ
　20～　50　　〃　　　　　　　　　　　　　　200～300　　〃

　50～100　〃　　　　　　　　　300メッシュ以下

i斑晶石英　　　　　1；1～2mm　　　　　　〃15％

認纒「11二111蟹、錨こ部

　　　し贈体に変る　　　．2。％

石基…石英および絹雲母（1＝0．003mm）の

　　集合体　　　　　　　　　〃65％
その他…緑簾石，駒簾石，ヂルコン，燐次

　　’石，不透明鉱物　　　　，

No．4　石英銅鉱脈

　｛　石英　　d＝1mm±／，．
　硫化鉱　　∫　　　”70～80％
　　　　　チ　絹雲母集合体（岩片の名残）0．02mm以下　　　　ニ

　　　　　　　　　　　　　　　ド
　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

　　の絹雲母および線泥石　　　　　　　　〃20～30％

それぞれの化学成分は家表の通りである・

（地質調査所化学課分析）

に分け，50～160，100～200，300メツシュ以下の3種を

作製し，完全分析に供した。300メッシュ以下は水簸に

よつて細分することができたが，分析に供すべき量が不

、足した。

　　　3。原岩の鉱物組成と化学成分
　原岩の鉱物組成および拉度を顕御鏡下に観察すると次

の通りである（％は容積上ビ）。

No．1　チヤート　隠微晶質基地中に網状石英細脈
　　　キヂ　　し
隠微晶質基地……90％　　　匙　　一

　　　　　キ、牒騨英1二1：1搬欝勢81髪

　　　　ロ含縞雲母石英細脈　　，

　　　　　　　　　　　ド　匹石英粒．　・d二〇。1mm±　　、〃7％
　／絹雲母片　　1二〇．1mm±　　　　〃3％噂

Sio2

Tio2

、A1203

Fe203

FeO
Fe

CaO
MgO
：Na20

1く20「

P205

S
十H20　・

」H20　

Tota1

No．

92．32

0．18

3．42

0．16

0．57

0．39

0．20

0．10

0．29

0．60

0．09

0．45

0．90

0．14

99．81

No．2 ：No．3

61．94　　　　70．04

0．68　鉱29
15．88　　∫　13。68

・0．56　　　　　0。86

5．64　　　　　6．82

1．90　　　　　0．13

0．32　　　　　0．21

－2．24　　　　　0．64

り0．38　　　　　0．30

3．10　』　　2．67

0．13　　　　　0．07

2．18　　　　　0．15

3．97　　』　3．51

0．70　　　　　0．56

99．62　　　　99．93

：No．14　　楽
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77．96

0．20

1LO4

0．14

2．15、

1．22’

0．06

0．32

．0．38

2．58

0．05

1．40

2．04

0．32

舶99．86

‘
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　この値と顕微鏡観察ρ結果とからゴ原岩岩石中の遊離

珪酸その他の組成鉱物の量を算出ずると次の如くなる

（Wt％）。

No．1
ヂヤート

石英 84．7％　その他　1。8％

絹雲母　10．9％

長石，　2・6％

’拳猷蕪』諺

その他　　7．2％

その他　2．4％

羅脈およ！繍蹴、その他～
綴雛）曝イヒ蕩’撒

薄片を用いて実際に積分台で測定した遊離珪酸の量は

次表の通りであつて，計算イ直との聞にi若干の差が認めら

れる。岩石が全く均質であるならぱ，．

Sio2

Tio2

AI203

Fe203

FeO
Fe

CaO

MgO
Na20

‘
K
2 0
P205　・

S
十H20
－H20
Tota1

石　英
絹雲母
そ一の他

原岩
　メツシユ
50～100

92．32　　　　95い38

0．18　’　0。11

3．42　　　　1，56

0．16　　　　　0．03

0．57　　　　　0．46

0．39　　　　　0い17　．

0．20　　0．11

0．10　　　　　0．02

0．29　　　　　0，18

0．60　　　　　0．07

0．09　　　　0．07、

0．鵯45　　　　　0．19

0．90　　　　　1．37

0． 14　　　　　0．12

199．81　　　　99．84

84．7％

10．9

4，4

91．0％

5．5

3，5

　メツシユ
100～200

94。861

0．12

1．82

0．10

0．78

0．28

0．11

0．05

0．22

0．11

0．09

0．32

0．85

0．16

99．87

メツシユ以下、
300

90．96

0．27

5．62

0．46

0．23

0．14
0．14・

0．03、

0．22

0．32

0．15

0．16

1．09

0．18

99．97

1石英一の量　．（Vo1』％）

88．6％’78．5％

8．O　L　　18．5

3．4　　　3．0

わなわち，300メッシュまでくらいの範囲では粒度差

S乙02％河た03％　ル10ノチャート

No．　1

No．　2

No．　3

No．　4

98　～　95

32　一》　34

　40
　67

96

欝
94
θ3・

32

31

90

　　　，促蝉勢r

激・｛
石英　　　　　！

←『一一ぞ／僻03

　ヌツこ
＿ユ、

石英絹雲母

20
／5

／0

5

一般に化学成分から両者の値はほとんど一致すべきであ

るが，この場含岩石嬉やや不均質であること，チヤー

』粘板岩等？粒度が非常に細かいこと，石英粗面岩の

場合破璃質部分の化学成分が明らかでないこと等の理由

により，表記の程度の不一致は止むを得まいと思われ

る。　　，　　　　　　　　　　　　　　　塗

　　　　14．岩石粉の粒度差にょる

　　　　　　遊離珪酸量の差異　’

一般に岩右を粉砕した場合，粉⊂）粒度に応じて鉱物組

成の割合が多少異るととは営識的のことであつて，それ

故に，粉塵中の遊離珪酸量を原岩岩石中の遊離珪酸量か

ら求めよ5と試みることはかなり危険である。

次に足尾の実例によつて，粒度差に応じて遊離珪酸量

あるいはSio2％にどの程度の差が認められるかの一端

を窺つて見木5・

例として前記No・1チヤートの各粒度別化学成分を

探つて比較してみる。

　　　　　　　　　（地箕調査所化学課分析）

50～〃0　〃0～、ど00 300以下

　　　ノ吻．、2粘板岩

組垂症il・

　　20～200　　、200》X下

θ0

75
70

65

60

　　ルリ．3石英1粗面．岩（変質）

　　×　　　　　　、’

秀》気
8

20～200　　　200以下

舶．4銅石英豚く豚石虐含葡

》＜1
　　　　ゆ

20～200　　200以下

第1図　岩石粉の粒度差による成分の変化図

ーユ4一（544）
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粒度差による岩石粉中の遊離珪酸量測定の1例（岩生周一・高橋　博・河田清雄）

に応じて，石英；絹雲母，あるいはSio2：A1203の比

が非常に規則正しく堵加している。

　粉塵として室中に浮遊し人体内に吸込まれるものはこ

れより遙かに微粒であるが，石英と絹雲母とは著しく形

状を異にするから，時聞の経過とともに室中で1種の風

選作用を蒙り，遊離珪酸の量，あるいはSio2％の値は

さらに家第に減少する傾向を示すであろ5ことが，予想

される。外国の工場粉塵における1例（亥表）はこの予

P想の1部を実証している。

　第1図および第2図はこの様子をグラフ化したもので

ある。

　ある工場における工場粉塵の粒子と化学成分との関係

を示す表（外国例…工大河島教授講演より）

番号、陪，石名粒度Si脇

No．2

No．3

No．4

粘板岩（砂岩混り）

　同

石英粗面岩

銅石英脈
（変質母岩

　、混り）

メツシュ
20～200

メツシュ
200以下

メツシュ
20～200

メツシュ、

200以下

メツシュ
20～200

メツシま
209以下

　　　　　工　場　粉　塵
　　　’
　　　　　＜6μ　　＜3μ　　＜2μ

59．48

55．35

81．60

68．58

74．88

6与．08

入脇瞬・

17．05

16．79

9．70

14．94

11．38

3．59

「2．58

2．58』

3．71

珪肺中の

粉　塵

2．25

Sio2

Tio2

A1203

Fe203

MgO
CaO
Na20

K20’
P205

Tota1

68．61

0．57

25．71

0．95

0．39

0．56

0．70

2．37

0．14

64．14

0．65

29．37

1．20

0．46

0。57

0．77

2．70

1。14

63．50

0，66

29。97

1．11

0．46

0．65

0．80

2．，71

0．14

100．00　100．00　100．00

62。11

0曳76

31．65

1．33

0，41

0．07

0．80

2．65

0．22

100．00

推定鉱物組成：Kaoli鍛鉱e，Flint，Quartz，Muscov鴛e，

　　　　’Seri¢it6，Feldsp別r，Rutite，MgSiQ3

ε乙02％河姦03％

68

66

64

62

レ　30

－
　25

曵・

　　冬

　　　　　！

　　　！
　！ノ

！03
徳 ＼

　・！
　1
！

　　　く卿・，＜靭く孕ゴαεポか
　　　　　　　　　　んρ2
第2図　粉塵の粒度差による成分の変イヒ図（外國例）

　チャート以外の他の採取試料についても石英と雲母様

鉱物を主成分とする関係上，同じ傾向を示すことが次の

分析伯直力・ら．旦月らカ・に二された。

　しかし，石英と他の粒状珪酸鉱物（長石・緻騰石・輝

石・榴柘石等）あるいは炭酸塩鉱物（方解石・菱鉄鉱・・

15．98　　2．91

菱マンガン鉱）・硫化物・酸化物等とが共存する岩石ま

たは脈石の場合それらの粉の，粒度差によつてどのよ5

な影響が現われるかは，個々の場合について検討を要す

るとこ二ろである。

　　　　　5．遊離珪酸の型
　珪肺症状が単に遊離珪酸の機械的の大きさと外形だけ

で引起されるものならぱ，遊離珪酸の型は考慮する必要

がない。しかしもし化学的要素が関蓮性を持つならば，

との型如何によつて結果が異るはずである。

　一般に天然の岩石・脈石等の中における遊離珪酸の型

には，次の6種が存在する。

　1。石英　2，、トリヂマイト　3．クグストバル石　4．玉随

　5．蛋白石　6．石英ガラス

　　　　　　　　と　これらのそれぞれにつゼて産状や化学性を述べる煩は

避けるが・例えぱ試薬に対する染色度，熱処理に対ずる

熔解の難易，同じく転移の様式遅速等にかなりの差のあ

る事は事実である。

石英粗面岩中には破璃や玉随質石英が，また，安山岩

中にはクリストバル石やトリヂマイトがしぼしぼ含まれ

ること・ある種の脈石英や珪石には玉随質石英を主体と

するものがあること，またほとんど蛋白石だけ』から成る

鉱床があること等は，充分に注意されねぼならない。

　　　　　6。む．す　び
筆者らは足尾鉱山における実例から，少なくとも石英

と雲母・線泥石とを主とする岩石や脈石の粉では，300

メッシュ内外までの範囲では粒度の細かいものほど石英

に対して絹雲母の量を潜しており，恐らくとの傾向はさ

らに鞭9細かい部分について誠宰つであろ独とを

明らかした。　’

　また，遊離珪酸の岩石や脈石中における存在状態に

6種があり，それらがそれぞれ珪肺症状にどのよづな影
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ響を与えるかを明らかにする必要があることを注意し

たo
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従づて，単に母岩岩石中の石英の量を測定し，これを・

ただちに珪肺対策の直接的資親とするごとは危険である

と言える。

　この試験に際しては試料採取に＝ついて古河鉱業株式会

批保安課およぴ，足尾鉱業所から格別の作業上の便宜を

与えられた。ここに深く謝意を表し度い。また種々珪肺

粉塵についての資料を提示された東京工業大学河島教授

に厚く感謝ずる。　　　・　　（昭和25年11月調査）

553．94；550．8　（523．1）

徳島県勝浦炭田高鉾地区調査報告

三田正門汽松井　寛鼎・佐々木実罧

　小松　　彊鰍汽稻井信雄蘇轍

　　　　　　　R6sum6
　Report　on仇e　Kats双ura－Coa琶ieH，

　　　　Tok並shim翫Prefecむure

　　　　　　　　by
　M．Mita，H．M＆tsui，Ml　Sasaki，

　　　T，Ko血atsu，＆N．Inai
　1．　The　ar6a，occupying　about8、km2，is

situ我ted　at40km　south－west　of　Tokushima

City，along　the　river　Kats廷ur＆．

　2．　ThO　coa1－bearing　formation　is　found

in　the・Lower　Cretaceous，cont3ining　two

work＆ble　coal　seams　of　unstabie　thickness．

（1m－2．5m）

　3．　The㎏drum　index　of　the　cokes　attains

90％＋，andsu1Phercontentlesst紅an1％，

Henc6this　coal　is　proved　to　be　strong　c“k重ng

coα1as［that　of　Saseho　co31field　（especi＆11y

in　the　Hokusho　district）　in　Klyushu，　and　is

suitable　for　metallurgical　purpose．

　4．　Ash　contents　in　the　raw　coal　is＆lmost

49％、・This　is　due　to　the　f＆ct亀hat　the　coa1

　　’
is　intercalated　by　partings　whic血can　not　be

separated　from　the　coa1，so　the　dressing　of

the　raw、coa1．is　necessary．

　5．　The　dressed　coal　is　sized　by4mesh

（4．7mm）sieve，products　of　over－size…24．64

weight％l　ash　cont6nts一・18．7％．

　6．　The　qua1：lty　of　trommel（十）（size60

mesh）is　not　good，but　its　washability　curve

sh・wsc・mparativelyag・・dcharact・r，as

甚技術部』餅燃料部、　蝋梼広島駐在員事務所
甚菅柴涛編岡駐在員事務所

　product　of74weight％（7．4％for　raw　coa1），

　ashc・ntents18％，、theref・reiわis興ecessary

　that　some　other　a（ie（luate　method　of　dressing

　s血ould　be　adopted．

　　　　　　　　（6mm）
　　　　　　Jigger　Fixe（1Sieve
　　　Raw　coa1→㊦70％→∈D40％
　　　　100％　e30％e30％→㊦10％
　　　　　　．／　　　　　　　　　　　、　　　　　　∈）20％

　　　　　　　　　　　　Tromme1
　’7．　W五en　the　raw　coal　or　dressed　coal　in

　this　district　is　crus｝le（11ess　tぬan8m（ミsh，it

　is　separated　into　eαch　component　of　texture

　（Fusit，　Durit，　Vitrit，　Coaly　shale，　shale）。

　Klarit　is　not　almost　found．　So　washability

　、curve　shows　comparativelly　favourable．

　　8．　Referring　to　JaP我nese　strong　亡oking

　c・a1，theexi怠tence・fFusitha＄n・tbeen’

　reportedl　　T五e　fact画at　Fusit　contents

　’αttain　almost！8％in　this　coa1，　is　one　of

　the　interesting　Problems．

　　g．　The　proved　reserves　are　assumed110，

　000tonsandsuitable’outputissupPosedto

　be　about500tons　p6r　month．
　　艇
　　　　　　　i．緒　　言
　徳島県下天然資源開発計画の」環として，同県庁の依

蜘ごより，最近粘結性を注目されている勝浦炭田高鉾地

区の調査を主眼とし，目下の炭鉱の採鉱方針に資すると
ともに広く勝灘灘地の醸状況の把握につとめた：

　炭質について工業分析・膨脹試験のほか，特に洗炭上

の観点より顕徴鏡による石炭組織の観察，各種の試験を

行つた結果，北松強粘結炭に匹敵する製鉄用原料炭宅あ

ることが到明した。徳島県当局，炭鉱側諸賢の御協力を

深謝する。
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